
＜資料③＞

第４次　肝付町行政改革大綱　アクションプログラム【令和７年度実績報告】

基本方針 　1　財政健全化の推進

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

基本方針 ２　住民サービスの向上

№

11

12

13

14

15

基本方針 ３　スマート自治体への転換

№

16

17

18

19 ペーパーレス化推進による会議等の効率化 全課

行政デジタル化推進体制の整備 デジタル推進課

業務量調査による業務の効率化
総務課

行政デジタル化部会

テレワークによる業務効率化推進 デジタル推進課

行政手続きのオンライン化の推進 行政デジタル化部会

組織・機構の見直し及び専門人材の活用 総務課

取　　　組　　　名 担当課

窓口サービスの向上 窓口サービス改善部会

窓口業務における支払いのキャッシュレス化 担当課

マイナバーカードの取得促進と利用率の拡大
住民課・町民生活課

・健康増進課

水道料金の適正化 水道課

町立病院の常勤医師確保・維持 町立病院

取　　　組　　　名 担当課

町有財産の有効活用と整理 該当課

職員数の適正管理 総務課

公共施設等総合管理計画に基づく施設の長寿命化 総務課

ふるさと納税の取り組み強化 企画調整課

自主財源確保のための町税の収納率向上 税務課

基金の効率的運用による自主財源確保 会計課

取　　　組　　　名 担当課

事務事業のスクラップ等による予算のスリム化 総務課

一課一改革 全課



基本方針 ４　職員の働き方と職場を変える

№

20

21

22

23

基本方針 ５　協働・情報の共有化

№

24

25

26 広報機能の充実 総務課

取　　　組　　　名 担当課

地域コミュニティへの支援・充実化 総務課

オープンデータ化の推進 デジタル推進課

男性職員の育児休業等の取得促進 総務課

計画的な職員研修の実施 総務課

職員の心と体の健康保持対策の推進による快適な職場づくり 総務課

取　　　組　　　名 担当課

働き方改革によるワークライフバランスの向上 総務課



例年と同様に課ごとにスクラップ事業の検討を依頼したところ、３事業の提案があり、政策調整
会議にて協議を行った上で、１事業を廃止、２事業を縮小することに至った。
また、当初予算ヒアリング等を通して１事業を廃止、２事業を縮小することに至った。
令和８年度新規事業（９事業）については、目標年度に事業評価を行うために事業ごとに新規
事業目標設定シートの作成を行った。

達成状況 ◎ ◯ ◯ △

各所属にてスクラップ事業の検討を依頼したところ、１５事業の提案があり、政策調整会議にて協議を行った上で、５事業
を廃止、６事業を縮小、１事業を見直しすることに至った。
また、令和５年度新規事業（１６事業）については、目標年度に事業評価を行うために事業ごとに新規事業目標設定シート
の作成を行った。

取組
内容

R4

R5

R6

R7

R8

18 19

当初予算編成方針

前年度と同様に課ごとにスクラップ事業の検討を依頼したところ、１４事業の提案があり、政策調整会議にて協議を行った
上で、２事業を廃止、２事業を縮小、２事業を見直しすることに至った。
また、令和６年度新規事業（１６事業）については、目標年度に事業評価を行うために事業ごとに新規事業目標設定シート
の作成を行った。

例年と同様に課ごとにスクラップ事業の検討を依頼したところ、１事業の提案があり、政策調整会議にて協議を行った上
で、１事業を縮小することに至った。
また、補助金等見直しの取組等により、当初予算ヒアリング等を通して９事業を廃止することに至った。
また、令和７年度新規事業（４事業）については、目標年度に事業評価を行うために事業ごとに新規事業目標設定シート
の作成を行った。

スケジュールに基づく事業
のスクラップ検討（事業数）

- 15 16 17

6

6

スケジュールに基づく事業のス
クラップ実施数 ➖

R5 R6 R7 R8

R4 R5

作成

実施 →

R4

→ → →

R7

取組名

担当課 総務課 関係課 全課

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 1

行政改革推進項目 事務事業のスクラップ等による予算のスリム化

取組内容

取組項目

スケジュール スクラップ検討のルール
作成

スケジュールに基づく事
業評価

　当初予算編成前に、事業評価し事業のスクラップを検討する。また、新規政策立
案の際は、事業目標と目標年度を設定し、目標年度には、事業継続を検討する仕
組みを作る。

R8

事業評価と事務事業のスクラップ

R6

12 6 10

R8
実績

（R3）

スケジュールに基づく事業のス
クラップ検討数 ➖ 15 14 11

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5 R6 R7

数値目標 実績

（単位：-） （R2）

関連する方針・個別計画等



一課一改革提案数

R4

R5

R6

令和４年度に各所属にて行った目標等に基づき、達成するための取組を行っ
た。

令和４年度に各所属にて行った目標等に基づき、達成するための取組を行っ
た。

取組
内容

R8

各所属独自の取組検討を依頼し、一課一改革設定シートにて目標等の設定
を行った。

R7
令和４年度に各所属にて行った目標等に基づき、達成するための取組を行っ
た。

達成状況 ◎ ◯

R6 R7 R8

継続継続

取組内容

取組項目
スケジュール

取り組み内容の検討・
実施

　各所属において、所属独自の「業務改善」、又は「経費削減」に取り組む。
「経費削減」については、各所属職員数一人当たり50,000円（R3年度決算額比で所
属上限300,000円）を期間終期までに取り組む。

R8R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

➖ 実施 継続

◯ ◯

全所属
実施

➖

（単位：-）

一課一改革実施 ➖ 実施 取組実施 取組実施 取組実施

R4 R5 R6 R7 R8

全所属
実施

R4 R5

内容検討
実施

実施

一課一改革取組名

担当課 全課 関係課 全課

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 2

行政改革推進項目 事務事業のスクラップ等による予算のスリム化



取り組みの進捗状況

達成状況 ◎ ◎ ◎ ◎

ふるさと納税寄付額（千円） 309,545 371,535 286,610 306,131 339,351

R8
（R3）

数値目標に対する
取り組み実績

264 328 427 388 366登録返礼品数（点）

数値目標 実績
（単位：点・千円） （R2）

実績
R4 R5 R6 R7

登録返礼品数（点） 240 265 290 315 340

R5 R6 R7

R5

・返礼品登録事業者数、登録品目数の拡大
・返礼品掲載サイトの追加
・返礼品開発に関する補助金創設
・広告戦略の見直し（SNS広告の充実等）

R6

・返礼品登録事業者の募集・追加
・返礼品掲載サイトの追加
・返礼品開発補助金運用（５社11品）
・広告戦略（リピーター確保、SNS広告の取捨選択）

R7

・返礼品登録事業者の募集・追加
・返礼品掲載サイトの追加
・返礼品開発補助金運用（2社5品）
・広告戦略（リピーター確保、SNS広告の取捨選択）

R8

達成状況 ◯ △ △ △

取組
内容

R4

・返礼品登録事業者数、登録品目数の拡大
・返礼品掲載サイトの見直し
・広告戦略の見直し（町インスタ立上げ等）
・関係者連携強化（研修会・情報交換会の開催）

350

関連する方針・個別計画等 肝付町総合振興計画

ふるさと納税寄付額（千円） 341,417 375,000 412,000 453,000 498,000 547,000

R8

R4 R5

随時実施 →

随時実施 →

R4

→ → →

→ → →

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 3

行政改革推進項目 歳入確保対策

ふるさと納税の取り組み強化

R6 R7

取組名

担当課 企画調整課 関係課 企画調整課

　寄付者から応援したい自治体として選んでいただけるために、返礼品提供事業者と連携を
深め、町内産品やサービスの開発、掘り起こしを行い、寄付額の確保に努める。寄付をいた
だいた方には、定期的に町の情報を発信し、寄付のリピートを促すとともに交流人口の拡大
にも繋げていく。

R8

取組内容

取組項目

スケジュール
返礼品提供事業者の募集及び
登録返礼品等の充実

ポータルサイト等を活用した町
及び返礼品情報の発信



町税収納率
（滞繰分を含む）

R4

R5

R6

滞納者に対して、積極的に納税相談に応じ現年度繰越を抑えていくため、的確な滞納整理に取組んだ。
滞納者の話を鵜呑みにせず、電話や文書等による催告を行うことで聞取りや誠実な納付の意思を有してい
るかどうかを具体的に確認し、自主納付の促進に取組んだ。催告や納税相談に応じないものに対しては、
実態調査や、給与・預金調査を実施し、差押等の滞納処分を行い、滞納者を説得して完納させる事を前提
に滞納整理の処理促進に努めた。

滞納者に対して、積極的に納税相談に応じ現年度繰越を抑えていくため、また、過年度の滞納繰越分を
減らすために、的確な滞納整理に取組んだ。
滞納者の話を鵜呑みにせず、電話や文書等による催告を行うことで聞取りや誠実な納付の意思を有してい
るかどうかを具体的に確認し、自主納付の促進に取組んだ。催告や納税相談に応じないものに対しては、
実態調査や、給与・預金調査を実施し、差押等の滞納処分を行い、滞納者を説得して完納させる事を前提
に滞納整理の処理促進に努めた。

取組
内容

R8

94.77 94.89 94.53

滞納繰越をさせないための取り組みを重点に、現年度繰越を抑えていくため、現年度収納を優先に納付を
進めた。
滞納者に対しては、電話や文書等による催告を行うことで自主納付の促進に取り組み、催告や納税相談に
応じないものに対しては、実態調査や、給与・預金調査を実施し、差押等の滞納処分を行い、滞納繰越の
縮小に努めた。

R7

滞納者への催告書等は、同じ文書ではなく、個々の状況に合わせ納付を促す文面に
するなどの工夫をした。町外者においても電話や文書で応じない方へは、実際に臨
時戸訪問を行い、現在の生活の様子や聞き取りなどを行い、的確な滞納整理に取組
んだ。
また、実態調査や、給与・預金調査を実施し、差押等の滞納処分を行ったり、夜間窓
口を実施し納税相談や滞納者を説得して完納させる事を前提に滞納整理の処理促
進に努めた。

実績

（R3）
R6 R7 R8

達成状況 ◎ ◎ ◎

数値目標 実績
R4

関連する方針・個別計画等

町税収納率
【滞繰分を含む】

（単位：％） （R2）

93.00 93.24

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

◎

R7 R8

93.96 94.21

―

R5 R6

93.7293.48

95.0294.26

取組内容
　納期内納付の促進及び滞納繰越をさせないための取り組みとして、滞納者に対する財産
調査と折衝の早期着手により収納率向上に努める。

→ → → →

スケジュール

取組項目 R4 R5 R6 R7 R8

収納率向上の取り組み 随時実施

自主財源確保のための町税の収納率向上取組名

担当課 税務課 関係課 税務課

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 4

行政改革推進項目 歳入確保対策



新規有益資金運用件数

R4

R5

R6

財務係と協議し、債券購入を検討したが基金の取崩し等、財政状況が厳しい
ことから債券購入を見送った。

財政状況を鑑み、現状維持とした。引き続き、財政計画と基金運用の実態と
の整合性を図っていく。

取組
内容

R8

3 1 0

安全で定期預金よりも比較的利回りの高い債券の運用が計画通り出来た。

R7
国債を購入し、安全かつ効率的に運用し、確実な利子収入を確保することが
できた。

実績

（R3）
R6 R7 R8

達成状況 ◎ △ △

数値目標 実績
R4

関連する方針・個別計画等

新規有益資金運用件数
（件）

（単位：件） （R2）

3 1

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

◎

R7 R8

1 1

―

R5 R6

11

20

取組内容
　基金という公金を、安全性と流動性を確保した上で効率的・効果的に運用するため、定期
預金による運用や一部導入している公募公債のほか、国債、政府保証債など安全で利回り
の高い債券による確実な資金運用方法を検討し、有益と認められるものを導入する。

→ → → →

スケジュール

取組項目 R4 R5 R6 R7 R8

有益な公募公債等の購
入

随時
調査・実施

基金の効率的運用による自主財源確保取組名

担当課 会計課 関係課 会計課

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 5

行政改革推進項目 歳入確保対策



年間の売却の実施件
数

R4

R5

R6

町有財産の売却等はなかった。

３件の土地売払収入（2,835,320円）及び１件の建物売払収入（5,000円）の実
施を行った。

取組
内容

R8

２件の土地売払収入（423,200円）の実施を行った。

R7 １件の土地売払収入（1,500円）の実施を行った。

達成状況 ◎ △

R6 R7 R8

14

取組内容

取組項目

スケジュール 現状調査及び未利用
財産の洗い出し

町有財産の売却・貸付

　用途廃止となって普通財産となっているものは財産分類を行い、売却や無償譲渡
も検討する。所在している地域なども考慮し、譲渡又は売却などが厳しい場合は、
解体も視野に入れて検討する。

R8

→

R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

5 2 ０

◎ ◎

1

肝付町公共施設等総合管理計画

（単位：件）

年間の売却・貸付
の実施件数（件）

0 1 1 1 1

R4 R5 R6 R7 R8

→

→ →

R4 R5

調査 →

実施 →

町有財産の有効活用と整理取組名

担当課 該当課 関係課 該当課

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 6

行政改革推進項目 町有財産の有効利用と整理



職員数

R4

R5

R6

肝付町定員管理計画の目標職員数は達成できている。

肝付町定員管理計画の目標職員数は達成できている。
取組
内容

R8

肝付町定員管理計画の目標職員数は達成できている。

R7 肝付町定員管理計画の目標職員数は達成できている。

達成状況 ◎ ◎

R6 R7 R8

202202

取組内容

取組項目

スケジュール 職員数の適正管理

定年延長に伴う定員管
理計画の改定

　新たな行政需要に的確に対応するための重点的・戦略的な職員配置を図るた
め、肝付町定員管理計画（計画期間：令和3年度から令和7年度）に基づき、必要な
職員数を確保しつつ、計画的に職員数の適正管理を行う。

R8R6 R7

実施 実施

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

205 204 205

◎ ◎

207

 肝付町定員管理計画（Ｒ６から数値目標再設定）

（単位：件）

職員数 209 207 206 202 205

R4 R5 R6 R7 R8

実施

R4 R5

実施 実施

実施

職員数の適正管理取組名

担当課 総務課 関係課 全課

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 7

行政改革推進項目 定員管理・給与の適正化



➖

R4

R5

R6

個別施設計画に基づき施設の適正管理を行っている。

個別施設計画に基づき施設の適正管理を行っている。
取組
内容

R8

➖

個別施設計画に基づき施設の適正管理を行っている。

R7 個別施設計画に基づき施設の適正管理を行っている。

達成状況 ➖ ➖

R6 R7 R8

➖ ➖➖

取組内容

取組項目

スケジュール 個別施設計画に基づく
施設の適正管理

公共施設等総合管理
計画の改定

　総合管理計画及び個別施設計画に基づき、老朽化が進む施設のライフサイクルコスト縮減
に向け、予防保全の視点で維持管理を適切に実施することにより施設の長寿命化を図る。ま
た、令和8年度に総合管理計画が終期を迎えることから、令和9年度以降10年間の新たな総
合計画を策定する。

R8R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績

R4 R5
実績

（R3）

➖ ➖ ➖

➖ ➖

実施

肝付町公共施設等総合管理計画
肝付町公共施設等個別施設計画

（単位：件）

公共施設等総合管理
計画の改定

➖ ➖ ➖ ➖ ➖

R4 R5 R6 R7 R8

→

改訂
準備

実施

R4 R5

実施 →

公共施設等総合管理計画に基づく施設の長寿命化取組名

担当課 総務課 関係課 全課

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 8

行政改革推進項目 公共施設等総合管理計画に基づく効率的な運営



水道料金の適正化

R4

R5

R6

スケジュールを基に、政策調整会議（4月）、水道運営委員会（8・9月）、現況周知と意見収集
（10月）、水道運営委員会答申と改定条例作成（11月）、議会改定条例提案（12月）、令和6年
度当初予算反映、広報・ホームページ周知

給水条例を4月1日に改正施行し、5月使用分より料金改定を実施している。
取組
内容

R8

水道事業経営の分析と整理を行い、R5年度の取り組みスケジュールを策定した。運
営員会の設置は、R5年6月を第1回として計画している。

R7 令和６年度で料金改定を行い、適正化を図っている。

達成状況 ◯ ◎

R6 R7 R8

実施実施

取組内容

取組項目

スケジュール 水道運営委員会（経営の
健全化）

水道料金の見直し

　将来の水需要や今後の施設更新・耐震化に係る費用を的確に予測し、水道事業
経営の健全化を図るために、適切な料金への見直しを行う。

R8

実施

R6 R7

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

➖ 取組計画
策定

 検討協議

◎ ◎

肝付町水道事業アセットマネジメント
肝付町新水道ビジョン

（単位：-）

水道料金の適正化 ―
運営委員
会設置

検討
協議

実施

R4 R5 R6 R7 R8

R4 R5

設置
検討
協議

水道料金の適正化取組名

担当課 水道課 関係課 水道課

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 9

行政改革推進項目 公営企業の健全運営



常勤医師数

R4

R5

R6

令和4年度に引き続き、院長と、鹿児島県より地域枠医師2名の派遣により常
勤医師3名体制を確保することができた。

院長の他に、県から地域枠医師1名と自治医枠1名の派遣と、新たに副院長
の就任があり、4名の医師を常勤医師として確保することが出来た。

取組
内容

R8

これまでの常勤医師2名に加え、鹿児島県より地域枠医師1名を常勤医師とし
て確保することが出来た。

R7
昨年に引き続き、院長、副院長、地域枠医師1名、自治医枠1名の医師4名を
常勤医師として確保することが出来た。

達成状況 ◎ ◎

R6 R7 R8

44

取組内容

取組項目
スケジュール

常勤医師確保の取り組み

　診療行為を多様化し、患者数を増加させるため、常勤医師3名を確保する。

R8R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

2 3 3

◎ ◎

3

―

（単位：人）

常勤医師数 2 3 3 3 3

R4 R5 R6 R7 R8

→

R4 R5

実施 →

町立病院の常勤医師確保取組名

担当課 町立病院 関係課 町立病院

基   本   方   針 １　財政健全化の推進 № 10

行政改革推進項目 公営企業の健全運営



窓口サービス改善件
数

R4

R5

R6

全国的なマイナンバーカード取得促進の動きが継続されたため、引き続き取得促進の取組を
進めることになった。今後は、マイナンバーカードを活用した窓口サービス向上を検討していく。

国によるマイナンバーカード普及促進に引き続き、自治体情報システムの標準化・共通化が進
めらている状況の中、これらの移行が完了することで効率的に窓口サービスの改善が図れるこ
とから、当面はその対応を進めていくことになった。

取組
内容

R8

関係課から部会担当職員の選任を行ったところであるが、全国的なマイナンバーカード取得促
進の動きから、まずは優先的に取得促進の取組を進めることになった。今後は、マイナンバー
カードを活用した窓口サービス向上を検討していく。

R7
引き続き国による自治体情報システムの標準化・共通化の対応を進めてお
り、今後はこの運用にて窓口サービスの改善を検討していく。

達成状況 ◯ ◯

R6 R7 R8

➖➖

取組内容

取組項目

スケジュール

部会による検討

パンフレットの作成・HP
への掲載

窓口サービスの改善

　満足度の高い窓口サービスを提供するため、複数課にまたがる手続きをまとめた
案内パンフレットを作成し、町HPへ掲載する。また、住民が行政手続きをまとめて行
える窓口の設置を検討する。

R8

→

実施 → →

R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

➖ ➖ ➖

◯ ◯

1

―

（単位：件）

窓口サービス改善件
数

➖ 検討 1 1 1

R4 R5 R6 R7 R8

→

→ →

R4 R5

随時検討 →

調査検討 実施

窓口サービスの向上取組名

担当課 窓口サービス改善部会 関係課
住民課・税務課・健康増進課・
福祉課・町民生活課

基   本   方   針 ２　住民サービスの向上 № 11

行政改革推進項目 窓口サービスの向上



➖

R4

R5

R6

現金を取り扱う業務を調査したところ、現金を扱う窓口が多岐に渡ることや、出先施設
等での取扱いもあることなどにより、効果的な導入方法をより検討することに時間が必
要なことから引き続き継続調査を行う。

引き続き効率的な導入方法にについて継続調査を行っている。
取組
内容

R8

担当課選任が進まず令和５年度も引き続き調査・検討を行う。

R7 引き続き効率的な導入方法にについて継続調査を行っている。

達成状況 ◯ ◯

R6 R7 R8

調査検討調査検討

取組内容

取組項目
スケジュール

窓口業務における支払いの
キャッシュレス化

　窓口業務における支払いのキャッシュレス化

R8R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

➖ 調査検討 調査検討

◯ ◯

―

（単位：-）

窓口業務における支払いの
キャッシュレス化 -  調査検討 実施

R4 R5 R6 R7 R8

→

R4 R5

調査
検討

実施

窓口業務における支払いのキャッシュレス化取組名

担当課 - 関係課 -

基   本   方   針 ２　住民サービスの向上 № 12

行政改革推進項目 窓口サービスの向上



◯ ◯

コンビニ交付サービスによる
各種証明書の発行率 2.5

住民のマイナンバーカー
ド保険証利用率

-

関連する方針・個別計画等

実績

（R3）

◎ ◯

56.1 64.439.1

達成状況 ◯ △ △ ◯

20.0 40.0

取組内容

取組項目

スケジュール マイナバーカード取得率
向上の取組

マイナンバーカード利用
率拡大の取組

数値目標 実績

（R2）（単位：％）

　来庁者に対するマイナンバーカードの取得勧奨や休日受付窓口の開設、広報活
動などにより、住民のマイナンバーカードの取得率向上に取り組み、マイナンバー
カードの利用率拡大を図る。
　またマイナンバーカードの保険証利用については、利用申込を勧奨するリーフ
レット等を作成するとともに、利用申込のためのカードリーダーを役場窓口に設置
し、住民手続きのサポートを行っていく。

→

→ →

R4 R5 R6 R7 R8

R4 R5

継続実施 →

取組
内容

R4
R5

R6

R7
R8

数値目標に対する
取り組み実績

住民のマイナンバーカード
の取得率

コンビニ交付サービスによる各
種証明書の発行率

達成状況

夜間、休日窓口の開設

夜間、休日窓口の開設（要望があったときのみ開設、今年度は要望なし）
コンビニ交付サービスに所得証明書と記載事項証明書の発行を追加

夜間、休日窓口の開設（要望があったときのみ開設、今年度は要望なし）

達成状況 ◎ ◎ ◎ ◎

夜間、休日窓口の開設と地区公民館等での出張申請、企業訪問を実施

72.1 87.6

17.6

住民のマイナンバーカー
ドの取得率

27.4 90.0 92.0 95.0 97.0

住民のマイナンバーカード
保険証利用率 4.7 59.5 66.6 74.8 81.9

5.5 10.3 17.5 21.7

R4 R5 R6 R7 R8

肝付町情報化基本計画

継続実施 →

R8

→

R6 R7

→ →

基   本   方   針 ２　住民サービスの向上 № 13

行政改革推進項目 窓口サービスの向上

マイナバーカードの取得促進と利用率の拡大取組名

担当課 住民課・町民生活課・健康増進課 関係課 全課

60.0 80.0

60.0

10.0 20.0 25.0 30.0 40.0

10.0



電子申請利用事務件
数

R4

R5

R6

業務量調査を基に各課ヒアリングを実施し、可能なものから電子申請の検証
を行う。

業務量調査を基に各課ヒアリングを実施し、可能なものから電子申請の検証
を行う。

取組
内容

R8

業務量調査を基に各課ヒアリングを実施し、可能なものから電子申請の検証
を行う。

R7
業務量調査を基に各課ヒアリングを実施し、可能なものから電子申請の検証
を行う。

達成状況 ◎ ◎

R6 R7 R8

3737

取組内容

取組項目

スケジュール オンライン申請・届出
が可能な業務の調査

電子申請利用事務拡
大の取組

　住民や事業者が、オンラインで申請・届出などの行政手続きが出来るように環境
整備し、事務手続きの利便性の向上を図ります。

R8

→

R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

37 37 37

◎ ◎

40

肝付町情報化基本計画

（単位：件）

電子申請利用事務件数
（県電子申請システムを含
む）

15 25 27 30 35

R4 R5 R6 R7 R8

→

→ →

R4 R5

調査 →

継続実施 →

行政手続きのオンライン化の推進取組名

担当課 行政デジタル化部会 関係課 全課

基   本   方   針 ２　住民サービスの向上 № 14

行政改革推進項目 行政手続きのオンライン化の推進



達成状況 ◎ ➖ ◎ ◎

専門性の高い職務経
験者の採用

- 3 1 1 0

R5
（R3）

数値目標に対する
取り組み実績

- 実施 ➖ 実施 実施組織・機構の見直し

達成状況 ◎ ◎ ◎ ➖

取組
内容

取組内容

取組項目

スケジュール 継続的な組織・機構の
見直し

専門性の高い職務経
験者の採用

数値目標 実績

（R2）

R6 R7 R8

専門性の高い職務経
験者の採用

1

関連する方針・個別計画等

実績
R4

R4
産業創出課を廃止、林務水産商工課を再編、宇宙のまちづくり推進課を新設
し組織・機構の見直しを図った。
また、保健師・看護師・建築士の採用を行った。

R5 看護師の採用を行った。

R6  福祉課児童家庭係を健康増進課こども家庭係として設置看護師を採用

R7 高山准看護学校閉校に伴う関係職員の再配置を行った。

R8

随時実施

1 1 状況に応じ数値目標再設定→

肝付町定員管理計画

（単位：件）

組織・機構の見直し - → → → →

R4 R5 R6 R7 R8

R4 R5

継続実施 →

検討
実施

→

　スリムで効率的な組織づくりを基本としながらも、行政サービスを円滑に提供出来
るよう、継続的に組織・機構の見直しを図ります。また、専門性の高い職務経験者の
採用を進めめ、高度化・専門化する業務に対応出来る組織づくりを図ります。

R8

→

R6 R7

→ → →

→ →

基   本   方   針 ２　住民サービスの向上 № 15

行政改革推進項目 組織・機構の見直し

組織・機構の見直し及び専門人材の活用取組名

担当課 総務課 関係課 全課



達成状況 ◎ ◎ ◎ ◎

行政デジタル化部会
の設置

➖ 実施 実施 実施 実施

R5
（R3）

数値目標に対する
取り組み実績

➖ 実施 実施 実施 実施
CDOを中心としたデジタル
化推進体制の整備

達成状況 ◎ ◎ ◎ ◎

取組
内容

取組内容

取組項目

スケジュール
CDOを中心としたデジタ
ル化推進体制の整備

行政デジタル化部会
の設置

数値目標 実績

（R2）

R6 R7 R8

行政デジタル化部会の設
置

-

関連する方針・個別計画等

実績
R4

R4
CDO補佐官より専門的な助言・支援を受けながら各課のデジタル推進担当
者と連携しデジタル化の推進を図った。

R5
CDO補佐官より専門的な助言・支援を受けながら各課のデジタル推進担当
者と連携しデジタル化の推進を図った。

R6
CDO補佐官より専門的な助言・支援を受けながら各課のデジタル推進担当
者と連携しデジタル化の推進を図った。

R7
CDO補佐官より専門的な助言・支援を受けながら各課のデジタル推進担当
者で構成する行政デジタル化部会を中心としてデジタル化の推進を図った。

R8

実施

実施 実施 実施 実施 実施

―

（単位：-）

CDOを中心としたデジタル
化推進体制の整備 - 実施 実施 実施 実施

R4 R5 R6 R7 R8

R4 R5

継続実施 →

設置 →

　副町長をCDO（Chief Digital Officer）、専門的知見を持つ人材をCDO補佐官とす
る管理体制のもと、各課のデジタル推進担当と連携し行政のデジタル化を推進す
る。

R8

→

R6 R7

→ → →

→ →

基   本   方   針 ３　スマート自治体への転換 № 16

行政改革推進項目 行政デジタル化推進体制の整備

行政デジタル化推進体制の整備取組名

担当課 デジタル推進課 関係課 全課



達成状況 ◎ ➖ ➖ ➖ ➖

業務手順書の作成及び業
務の適正化・標準化 ➖ ➖ 実施 実施 実施

R5
（R3）

数値目標に対する
取り組み実績

➖ 実施 ➖ ➖ ➖ ➖業務量調査

達成状況 ◎ ◎ ◎

取組
内容

取組内容

取組項目

スケジュール

業務量調査

業務手順書（マニュア
ル等の作成）

調査結果を基にした業
務の適正化・平準化

数値目標 実績

（R2）

R6 R7 R8

業務手順書の作成及び業
務の適正化・標準化

関連する方針・個別計画等

実績
R4

R4
全庁的に業務量調査を実施したことで、調査結果レポートにて現況把握ができ、業務
手順書（簡易版）の作成により業務の見える化を行った。

R5
前年度の業務量調査結果に基づく業務手順書（簡易版）を、各所属において
業務手順書として完成を目指し編集作業を行った。

R6
業務の適正化・標準化につなげるために引き続き業務手順書の完成を目指
して編集作業を行った。

R7
業務によって手順書が完成しつつあり、適正化につながる形になってきてい
るので、他の業務の手順書完成を促した。

R8

実施

実施 実施 実施 実施

―

（単位：-）

業務量調査 -

R4 R5 R6 R7 R8

R4 R5

実施

実施

実施

　業務量調査を実施し、その結果を基に業務マニュアルやチェックリストといった業
務手順書を作成し、事務手続きを見える化することで業務を平準化、効率化する。

R8

→

→ → →

R6 R7

→ →

基   本   方   針 ３　スマート自治体への転換 № 17

行政改革推進項目 業務量調査による業務の効率化

業務量調査による業務の効率化取組名

担当課 総務課　行政デジタル化部会 関係課 全課



一般行政事務職員の
テレワーク実施率

R4

R5

R6

テレワークできる基盤整備を実施

テレワークできる基盤整備を実施
取組
内容

R8

テレワークできる基盤整備を実施

R7 各職員がいつでもテレワークできる基盤整備は完了した。

達成状況 △ △

R6 R7 R8

➖➖

取組内容

取組項目

スケジュール テレワーク取組の周知

各課年間計画に基づくテレ
ワークへの取組

　庁内への周知を定期的かつ分かりやすく実施し、適切なシーンで効率よくテレワークを利用できる体
制を整えるため、テレワークでの業務が可能な一般行政事務職員全員が最低１年に１回はテレワーク
に取り組む。
　この取り組みを通じ、クラウドの技術を活用したコミュニケーションにより、庁舎や執務室など場所を問
わないフレキシブルな職員配置を検証していく。

R8

→

R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

➖ ➖ ➖

△ △

100.0

肝付町情報化基本計画

（単位：％）

一般行政事務職員のテレ
ワーク実施率 10.0 50.0 80.0 100.0 100.0

R4 R5 R6 R7 R8

→

→ →

R4 R5

継続実施 →

実施 →

テレワークによる業務効率化推進取組名

担当課 デジタル推進課 関係課 全課

基   本   方   針 ３　スマート自治体への転換 № 18

行政改革推進項目 テレワークによる業務効率化推進



ペーパーレス会議の継続・拡大及び
テレビ会議の利用促進

R4

R5

R6

前年度において会議資料のデータ化を定着させた会議は引き続き実施し、
全庁向けの会議においても事前にデータ化した資料を共有するなどして、可
能な限り会議のペーパーレス化を図った。

Chromebook端末の配備が職員の半数程度となり、また、持ち出し用端末の
配備もあることから、会議室等でのデータ化資料の運用が整いつつあり、
ペーパーレスにつながった。

取組
内容

R8

定期開催の経営戦略会議や随時開催の政策調整会議等において、会議資
料のデータ化を定着させ、効率化やパーパーレス化を図ることができた。

R7
Chromebook端末等の配備が全職員に行き渡り、基本的に会議資料はデータ
化することになっている。また、テレビ会議も各自端末からアクセスできること
から、利用促進につながった。

達成状況 ◎ ◎

R6 R7 R8

実施実施

取組内容

取組項目

スケジュール
ペーパーレス会議の継
続・拡大

テレビ会議の利用促進

　定例的に行われ、資料の多い会議等については、タブレット端末等の導入を検討
し、事前準備を含めた会議の効率化、ペーパーレス化による業務量と経費の削減
に取り組む。

R8

→

R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

実施 実施 実施

◎ ◎

実施

肝付町情報化基本計画

（単位：-）

ペーパーレス会議の継
続・拡大及びテレビ会議
の利用促進

実施 実施 実施 実施 実施

R4 R5 R6 R7 R8

→

→ →

R4 R5

継続実施 →

継続実施 →

ペーパーレス化推進による会議等の効率化取組名

担当課 全課 関係課 全課

基   本   方   針 ３　スマート自治体への転換 № 19

行政改革推進項目 ペーパーレス化推進による会議等の効率化



　検討結果により導入→

年次有給休暇の平均
取得日数（日）

14.0 13.1 14.8 14.8 15.1

10,800

（単位：時間、日） （R2）

1年間の時間外勤務総時
間数（時間）

13,822 13,500 12,800 12,100

年次有給休暇の平均取
得日数（日）

11.8 12.0 12.5 13.0 14.0 14.0

15,141 16,710

.達成状況 ◎ ◎ ◎ ◎

取組
内容

総務課

業務量調査を基に業務
の適正化・平準化

調査

担当課 関係課 全課

　計画的な業務の推進、業務量調査による業務の平準化による時間外勤務の削減を図ると
ともに、年次有給休暇の取得を促進する。
　また、職場の無駄を顕在化させ,断捨離することにより業務効率の向上を図る。

スケジュール

R8

数値目標 実績
R4 R5 R6 R7 R8

11,400

R4

今年度は全庁的に業務量調査を実施し、今後の業務平準化に活用していく。年次有給休暇については、
定期的に職員向けお知らせへの掲示や経営戦略会議にて取得促進の周知を行った。全庁的な整理整頓
については、年度当初に計画の周知を行い、段階的に個別取組の確認を行った。時間外勤務の削減に
ついては、定期的に職員向けお知らせへの掲示や経営戦略会議にて周知を行った。

R5

前年度に行った全庁的な業務量調査結果を今後の業務平準化に活用していくべく検討を行った。年次有
給休暇については、定期的に職員向けお知らせへの掲示や経営戦略会議にて取得促進の周知を行っ
た。全庁的な整理整頓については、年度当初に計画の周知を行い、段階的に個別取組の確認を行った。
時間外勤務の削減については、定期的に職員向けお知らせへの掲示や経営戦略会議にて周知を行っ
た。

R6
年次有給休暇については、定期的に職員向けお知らせへの掲示や経営戦略会議にて取得促進の周知を
行った。全庁的な整理整頓については、日常的に職場環境の整理に努めた。時間外勤務の削減につい
ては、定期的に職員向けお知らせへの掲示や経営戦略会議にて周知を行った。

R7

年次有給休暇については、定期的に職員向けお知らせへの掲示や経営戦略会議に
て取得促進の周知を行った。全庁的な整理整頓については、日常的に職場環境の整
理に努めた。時間外勤務の削減については、定期的に職員向けお知らせへの掲示
や経営戦略会議にて周知を行った。

R8

10,750 13,529 12,361
1年間の時間外勤務総
時間数（時間）

達成状況 △ ◎ ◯ ◯

R7 R8

関連する方針・個別計画等 肝付町特定事業主行動計画

実績
R4 R5 R6

（R3）

数値目標に対する
取り組み実績

時差出勤などの勤務形
態の導入検討

調査・検討

計画に基づいた全庁的な整
理整頓・断捨離 実施 → → → →

実施 → → →

年次有給休暇の取得促
進

実施 → → → →

基   本   方   針 ４　職員の働き方と職場を変える № 20

行政改革推進項目 職員・組織・仕事の質の向上による組織の総合力向上

働き方改革によるワークライフバランスの向上

取組内容

取組項目 R4 R5 R6 R7

取組名



育児休業等取得対象
職員の取得率

R4

R5

R6

昨年度まで取得実績はなかったが、今年度２名の職員が取得に至った。

今年度２名の職員が取得に至った。
取組
内容

R8

該当する男性職員への声掛け等により育児休業等の取得促進を図ったが、
取得まで至らなかった。

R7 今年度１名の職員が取得に至った。

達成状況 △ ◎

R6 R7 R8

20.050.0

取組内容

取組項目

スケジュール
職員に対する周知パンフ
レットを作成・配布し、制度
の周知、意識啓発等を実施

　職員に対する育児休業制度等の個別の周知や・広報や、配偶者の出産直後の時
期の休業を促進する枠組みの検討など、総合的に育児休業等※の取得を促進す
る。
※「育児休業等」とは、育児休業、育児参加のための休暇をいう。

R8R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

0 0 33.3

◎ ◯

50.0

肝付町特定事業主行動計画

（単位：％）

育児休業等取得対象職
員の取得率（％）

0 30.0 30.0 30.0 50.0

R4 R5 R6 R7 R8

→

R4 R5

実施 →

男性職員の育児休業等の取得促進取組名

担当課 総務課 関係課 全課

基   本   方   針 ４　職員の働き方と職場を変える № 21

行政改革推進項目 職員の健康保持対策の推進



職員研修実施回数

R4

R5

R6

窓口業務を行う課を対象とした窓口サービスステップアップ研修や令和２年度以降入職職員を
対象とした法制執務研修（応用コース）の他に、前年度から運用となったGoogleWorkspaceに関
する研修会等を段階的に開催した。

昨年度に引き続いての窓口サービスステップアップ研修や人事評価に係る評価者研
修、情報開示に係る弁護士研修を実施した。

取組
内容

R8

各所属長を対象とした議会答弁対応力向上研修や令和２年度以降入職職員を対象
とした法制執務研修（基礎コース）の他に、本年度から運用となったGoogleWorkspace
に関する研修会を段階的に開催した。

R7
昨年度に引き続いての窓口サービスステップアップ研修、条例等に係る弁護
士研修、ホームページ操作研修等を実施した。

達成状況 ◎ ◎

R6 R7 R8

53

取組内容

取組項目

スケジュール
職員研修の内容検討・
実施

　肝付町人材育成基本方針に基づき、職員個々の能力向上を目的に、職場内外
の研修を計画的に推進します。

R8R6 R7

→ →

数値目標 実績

（R2）

関連する方針・個別計画等

数値目標に対する
取り組み実績 R4 R5

実績

（R3）

2 3 4

◎ ◎

3

肝付町人材育成基本方針

（単位：回）

職員研修実施回数 3 3 3 3 3

R4 R5 R6 R7 R8

→

R4 R5

継続実施 →

計画的な職員研修の実施取組名

担当課 総務課 関係課 全課

基   本   方   針 ４　職員の働き方と職場を変える № 22

行政改革推進項目 計画的な職員研修の実施



達成状況

R4

取組
内容

R5

R6

R7

R8

職員向けメンタルヘルス研修を１回開催し、他の取組も継続実施した。

職員向けメンタルヘルス研修を１回開催し、他の取組も継続実施した。

職員向けメンタルヘルス研修を１回開催し、他の取組も継続実施した。

◎ ◯ ◯ ◯

職員向けメンタルヘルス研修と管理職マネジメント研修を１回ずつ開催し、他
の取組も継続実施した。

定期検診後の保健指導 1 1 1

R7 R8

1

実績
R4 R5 R6

（R3）

職員向けメンタルヘルス研修・
管理職マネジメント研修 2 2 2 2 2 2

達成状況

2 2 1 1 1
職員向けメンタルヘルス研修・管理
職マネジメント研修

関連する方針・個別計画等 肝付町人材育成基本方針

1

◎◎ ◎ ◎

数値目標に対する
取り組み実績

数値目標 実績
R4 R5 R6 R7 R8

1 1

（単位：回） （R2）

定期検診後の保健指導 1 1 1 1

ハラスメント防止対策委員会
の取組

継続実施 → → → →

職場復帰支援の強化 継続実施 → → → →

→

メンタルヘルス相談体制の
充実

継続実施 → → → →

栄養士等による定期検診後
の保健指導

継続実施

基   本   方   針 ４　職員の働き方と職場を変える № 23

行政改革推進項目 職員の心と体の健康保持対策の推進

職員の心と体の健康保持対策の推進による快適な職場づくり

取組内容

取組項目 R4 R5 R6 R7

総務課

取組名

担当課 関係課 全課

　職員が健康で充実した生活を送りながら、その能力を十分に発揮出来るよう、定期検診後の保健指
導の強化、メンタルヘルス研修、相談体制及び職場復帰支援体制の充実、ハラスメント防止対策等の
心と体の健康保持対策を推進し、働きやすい良好な職場を作る。

スケジュール

R8

→ → →



◎ ◎

支援員の配置地区（地区） 1

振興会加入率（％） 79.0

関連する方針・個別計画等

実績

（R3）

◎ ◎

6 66

達成状況 △ △ △ △

82.0 84.0

取組内容

取組項目

スケジュール

協議会未設置地区への設立支
援

支援員の配置支援

振興会加入率増加への取組

数値目標 実績

（R2）（単位：地区、％）

　町内全地区での地域コミュニテイ協議会設立を支援し、必要性に応じて各協議会に支援員を配置することによ
り、地域への「目配り」として、地域の巡回、状況把握等を図りながら、課題解決に取り組む。
　また、地域コニュニティの強化のため、振興会と行政とで情報共有し、未加入者に対し、加入促進のビラ等を作成
し、年々減少している振興会加入率の増加に取り組む。

→

→ →

実施

R4 R5 R6 R7 R8

R4 R5

継続実施 →

取組
内容

R4

R5

R6

R7

R8

数値目標に対する
取り組み実績

地域コミュニティ協議会の結
成地区（地区）

支援員の配置地区（地区）

達成状況

地域コミュニティ協議会は、２地区において未設置の状況で、今後も引き続き設立の支援を行っていく。支
援員は２地区の配置となっており、引き続き継続していく。振興会加入率については、促進を図ったが、微
減となっている状況であり、今後も加入促進の取組を継続していく。

地域コミュニティ協議会は、２地区において未設置の状況で、今後も引き続き設立の支援を行っていく。支
援員は２地区の配置となっており、引き続き継続していく。振興会加入率については、微減となっている状
況であり、今後も加入促進の取組を検討していく。

地域コミュニティ協議会は、２地区において未設置の状況で、今後も引き続き設立の
支援を行っていく。支援員は２地区の配置となっており、引き続き継続していく。振興
会加入率については、促進を図ったが、微減となっている状況であり、今後も加入促
進の取組を継続していく。

達成状況 ◯ ◯ ◯ ◯

地域コミュニティ協議会は、２地区において未設置の状況で、今後も引き続き設立の支援を行っていく。支
援員は２地区の配置となっており、引き続き継続していく。振興会加入率については、振興会長連絡協議
会で３月に転入世帯向け加入促進キャンペーン等にて促進を図ったが、微減となっている状況であり、今
後も加入促進の取組を継続していく。

6 6

2

地域コミュニティ協議会の結成
地区（地区） 6 7 8 8 8

振興会加入率（％） 78.7 78.5 78.7 76.0 75.6

2 2 2 2

R4 R5 R6 R7 R8

肝付町総合振興計画

継続実施 →

→

R8

→

→ → →

R6 R7

→ →

基   本   方   針 ５　協働・情報の共有化 № 24

行政改革推進項目 地域コミュニティへの支援・充実化

地域コミュニティへの支援・充実化取組名

担当課 総務課 関係課 総務課

87.0 90.0

7

2 2 2 2 2

80.0



オープンデータの公開件
数

15 50 100 110 120

R4 R5 R6 R7 R8

30

R4 R5

継続実施 →

R6 R7

→ → →

肝付町情報化基本計画

基   本   方   針 ５　協働・情報の共有化 № 25

行政改革推進項目 各種保有情報に係るオープンデータ化の推進

オープンデータ化の推進取組名

担当課 デジタル推進課 関係課 全課

　行政事務の効率化、新たなサービスの創出につなげるため、町が保有するデータ
のオープンデータ化に取り組んでいるが、今後も観光振興、子育て支援、高齢化対
策、地域経済の活性化に資するため。これらの分野のオープンデータ化を推進す
る。

R8

関連する方針・個別計画等

実績

（R3）

特筆すべき取組は実施できていない。

特筆すべき取組は実施できていない。

15

達成状況 △ △ △ △

15

R4 R5 R6 R7 R8

15 15

数値目標に対する
取り組み実績

オープンデータの公開
件数

取組
内容

R4

R5

R6

R7

R8

15

特筆すべき取組は実施できていない。

特筆すべき取組は実施できていない。

取組内容

取組項目

スケジュール
オープンデータ公開件数
増加への取組

数値目標 実績

（R2）（単位：件）



ホームページの更新回
数

250 270 280 290 300

継続
実施

R4 R5 R6 R7 R8

260

R4 R5

検討
作成

→

実施 →

→ → →

R6 R7

→ → →

→ →

―
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行政改革推進項目 広報機能の充実

広報機能の充実取組名

担当課 総務課 関係課 全課

広報誌、ホームページ、コミュニティFM、地上デジタル放送など、媒体の特性を活
かした広報機能の充実を図ります。
ホームページについては、更新頻度を増加させるとともに、SNSを連携させ、戦略的
でタイムリーな行政情報の提供に取り組みます。

R8

→

→

関連する方針・個別計画等

実績

（R3）

所属ごとに広報担当者を選任し、ホームページの更新を推進したことにより増
加に繋がった。

前年度同様、所属ごとに広報担当者を選任し、随時ホームページ情報を最
新に更新することを促した。

750

達成状況 ◎ ◎ ◎ ◎

724

R4 R5 R6 R7 R8

902 620

数値目標に対する
取り組み実績

ホームページの更新回数

取組
内容

R4

R5

R6

R7

R8

833

前年度同様、所属ごとに広報担当者を選任し、随時ホームページ情報を最
新に更新することを促した。

前年度同様、所属ごとに広報担当者を選任するとともに、操作研修会も開催
し、随時ホームページ情報を最新に更新することを促した。

取組内容

取組項目

スケジュール

HP更新頻度増加の
ルール作成

HP更新頻度増加の取
組

ホームページとSNSの
連携による情報発信

数値目標 実績

（R2）（単位：件）


